
ち
ゃ
ち
ゃ
　
妨
害
、
妨
げ
、
邪
魔

茶
茶

ち
ゃ
め
　
滑
稽
じ
み
た
悪
戯
を
す
る
こ
と

茶
目

ち
ゃ
り
　
滑
稽
め
い
た
文
句
ま
た
は
動
作

茶
利

む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
　
筋
道
の
立
た
ぬ
さ
ま
、

で
た
ら
め
、
乱
暴
無
茶
苦
茶

ち
ゃ
ば
ん
　
素
人
が
役
者
と
同
じ
よ
う
に

演
技
を
し
、
口
上
を
述
べ
、
最
後
に
滑
稽

な
落
ち
を
つ
け
る
と
い
う
寸
劇

茶
番

お
ち
ゃ
を
に
ご
す
　
そ
の
場
し
の
ぎ
の
い

い
か
げ
ん
な
処
置
や
発
言
を
す
る
こ
と

茶
濁

ち
ゃ
か
す
　
冗
談
な
ど
を
言
っ
て
ひ
や
か

し
た
り
、
か
ら
か
っ
た
り
す
る
こ
と

化
は
当
て
字茶
化
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江
戸
幕
府
は
、
井
の
頭
池
の
水
を
引
く
た
め
に
お
茶

の
水
丘
陵
地
を
掘
削
し
、
神
田
上
水
掛
樋
工
事
を
行
っ

た
。
こ
の
掘
削
土
は
、
日
比
谷
入
地
の
埋
め
立
て
に
利

用
し
、
今
日
の
日
比
谷
の
街
が
造
ら
れ
た
。
五
味
碧
水

著
『
お
茶
の
水
物
語
』（
吉
井
書
店
、
１
９
６
０
）、
同

著
『
お
茶
の
水
讃
歩
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
１
９
８
６
）

は
、
主
に
神
田
上
水
掛
樋
工
事
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
お
茶
の
水
」
の
地
名
に
つ
い
て
、「
こ
の
辺
り
に
金
峰

山
高
林
寺
な
る
寺
が
あ
り
、
あ
る
夜
境
内
に
突
然
清
泉

が
噴
出
し
、
世
の
評
判
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
将
軍
家
光

が
聞
い
て
「
御
茶
水
」
と
し
て
献
上
を
命
じ
た
と
あ
り
、

ま
た
『
上
水
記
』
に
、
家
康
、
家
光
が
度
々
井
之
頭
を

訪
れ
、
池
水
で
お
茶
を
た
て
た
の
で
こ
こ
を
源
と
す
る

流
れ
の
川
下
に
、
御
茶
の
水
の
名
が
つ
い
た
」
と
そ
の

ル
ー
ツ
を
記
し
て
い
る
。

俳
聖
松
尾
芭
蕉
は
一
時
期
で
は
あ
る
が
、
神
田
上
水

工
事
の
仕
事
に
就
い
て
い
た
。
33
〜
37
歳
の
と
き
で
あ

る
。
酒
井
憲
一
、
大
松
騏
一
著
『
芭
蕉
庵
桃
青
と
神
田
上

水
』（
近
代
文
芸
社
、
１
９
９
４
）、
大
松
騏
一
著
『
神
田

上
水
工
事
と
松
尾
芭
蕉
』（
神
田
川
芭
蕉
の
会
、
２
０
０

３
）
に
は
、
江
戸
期
の
森
林
許
六
の
『
風
俗
文
選
』（
１

７
０
６
）、
蓑
笠
庵
利
一
の
『
奥
の
細
道
菅
菰
抄
』（
１

７
７
８
）、
喜
多
村
信
節
の
『

庭
雑
録
』（
文
政
期
頃
）

等
の
文
献
を
引
用
し
な
が
ら
、
上
水
の
仕
事
が
人
夫
か
、

水
番
か
、
現
場
監
督
だ
っ
た
の
か
、
そ
の
い
ず
れ
か
に

携
わ
っ
た
こ
と
等
を
追
求
し
て
い
る
。
と
に
か
く
も
芭

蕉
が
生
活
の
た
め
と
は
い
え
、
水
に
係
わ
る
仕
事
に
従

事
し
て
い
た
と
は
、
驚
き
と
同
時
に
親
し
み
を
覚
え
る
。

お
そ
ら
く
芭
蕉
は
、
神
田
上
水
の
水
で
お
茶
を
飲
ん
で

い
た
に
違
い
な
い
。

神
田
上
水
の
通
水
後
も
、
上
水
が
届
か
な
い
所
や
井

戸
で
良
質
な
水
が
得
ら
れ
な
い
地
域
で
は
、
上
水
の
水

や
上
流
の
川
の
水
が
水
売
り
業
を
通
し
て
、
煮
炊
き
や

お
茶
に
も
利
用
さ
れ
た
。
東
京
都
公
文
書
館
編
『
東
京
の

水
売
り
』（
東
京
都
、
１
９
８
５
）
で
は
、
水
売
り
業
が
、

江
戸
期
以
来
の
深
川
の
水
船
業
者
、
そ
し
て
、
明
治
期

に
は
水
会
社
に
組
織
さ
れ
栄
え
た
が
、
明
治
31
年
以
降
、

近
代
水
道
の
普
及
に
伴
っ
て
衰
退
し
て
い
く
過
程
を
考

察
し
て
い
る
。

水
茶
屋
に
つ
い
て
、
日
本
「
水
」
の
会
編
『
事
典
・
日

本
人
と
水
』（
新
人
物
往
来
社
、
１
９
９
４
）
は
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
江
戸
時
代
、
寺
社
の
境
内
や
路

傍
で
往
来
の
人
に
茶
を
供
し
、
休
息
さ
せ
た
茶
店
の
称

で
、
葉
茶
を
売
る
葉
茶
屋
と
区
別
し
て
、
水
茶
屋
と
い

っ
た
。『
本
朝
世
事
談
綺
』（
１
７
３
４
）
は
京
の
祇
園

社
（
八
坂
神
社
）
境
内
の
二
軒
茶
屋
を
、『
嬉
遊
笑
覧
』

（
１
８
３
０
）
は
宇
治
橋
際
の
通
円
を
、
水
茶
屋
の
始
ま

り
と
す
る
。（
中
略
）
店
の
奥
に
座
敷
を
設
け
る
と
こ
ろ

が
現
れ
る
と
、
そ
れ
が
男
女
の
密
会
な
ど
の
場
と
な
っ

た
。
江
戸
で
は
宝
暦
、
明
和
（
１
７
５
１
〜
１
７
７
２
）

こ
ろ
、
両
国
、
浅
草
、
上
野
山
下
な
ど
の
盛
り
場
、
あ

る
い
は
寺
社
の
門
前
、
境
内
な
ど
に
水
茶
屋
が
続
出
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
笹
森
お
仙
の
よ
う
な
美
人
の
看
板
娘
を
置

い
て
客
を
吸
収
し
た
」

佐
藤
要
人
著
『
江
戸
水
茶
屋
風
俗
考
』（
三
樹
書
房
、

１
９
９
３
）
に
は
、
両
国
の
水
茶
屋
（
歌
川
豊
国
筆
）、

墨
田
堤
茶
屋
見
世
図
（
一
親
斎
広
近
筆
）
も
描
か
れ
て

お
り
、
水
を
媒
介
と
し
た
男
女
の
仲
は
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ

ズ
ム
よ
り
む
し
ろ
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
醸
し
出
す
。
水

の
流
れ
は
女
体
を
表
現
し
て
い
る
と
述
べ
た
作
家
も
現

れ
る
ほ
ど
だ
。

茶
船
で
、
江
戸
期
の
文
人
た
ち
は
舟
遊
び
に
興
じ
て

い
る
。
茶
船
は
主
と
し
て
運
送
に
用
い
た
十
石
積
み
の

川
船
で
あ
る
が
、
屋
根
の
あ
る
屋
形
船
は
川
遊
び
に
使

わ
れ
た
。
深
野
正

著
『
下
利
根
川
茶
船
遊
覧
』（
崙
書

房
、
２
０
０
０
）
に
は
、
茶
船
に
乗
っ
て
布
川
か
ら
下

利
根
川
を
銚
子
ま
で
下
り
、
遊
ん
だ
渡
辺
崋
山
や
芭
蕉
、

小
林
一
茶
の
模
様
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。

横
道
に
そ
れ
る
が
、
芭
蕉
と
一
茶
が
そ
れ
ぞ
れ
〈
蛙
〉

の
句
を
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
俳
風
を
比
較
し
て
み
た
い
。

芭
蕉
は
〈
古
池
や
蛙
飛
び
込
む
水
の
を
と
〉
と
有
名
な

句
が
あ
り
、
一
茶
は
〈
お
れ
と
し
て

に
ら
み
く
ら
す
る



39

水・河川・湖沼関係文献研究会 こがくにお 古賀邦雄　
1967（昭和42）年西南学院大学卒業、水資源開発公団（現・独立行政法
人水資源機構）に入社。30年間にわたり水・河川・湖沼関係文献を収集。
2001年退職し現在、日本河川開発調査会、筑後川水問題研究会に所属。

ち
ゃ
く
ら
べ
　
種
々
の
茶
を
飲
み
わ
け
て
、

そ
の
良
し
悪
し
を
品
評
し
合
う
こ
と

茶
競

ち
ゃ
つ
う
　
餅
菓
子
の
一
種

茶
通

ち
ゃ
そ
　
カ
フ
ェ
イ
ン

茶
素

ち
ゃ
だ
し
　
急
須
の
こ
と

茶
出

ち
ゃ
こ
く
　
色
茶
屋
の
勤
め
女
　
茶
屋
者

茶
国

ち
ゃ
ひ
き
　
芸
娼
妓
が
客
を
得
な
い
で
、

ひ
ま
な
こ
と茶
挽

ち
ゃ
ぎ
ん
　
熊
本
県
で
、
婚
礼
の
日
に
婿

方
で
用
意
し
て
お
く
嫁
の
晴
着
の
こ
と

茶
衣

ち
ゃ
も
ら
い
　
東
北
地
方
で
継
母
を
い
う

茶
貰

蛙
哉
〉
と
詠
ん
で
い
る
。
芭
蕉
は
侘
び
を
追
求
し
た
作

風
で
あ
り
、
一
茶
は
川
柳
的
で
、
自
ず
か
ら
俳
風
が
対

極
的
で
あ
っ
て
お
も
し
ろ
い
。

こ
の
〈
古
池
〉
の
句
を
総
合
的
に
捉
え
た
復
本
一
郎

著
『
芭
蕉
古
池
伝
説
』（
大
修
館
書
店
、
１
９
８
８
年
）

は
、
わ
ず
か
な
十
七
字
の
俳
句
の
世
界
に
つ
い
て
、〈
古

池
〉
の
人
気
の
今
昔
、〈
古
池
〉
誕
生
秘
話
、〈
古
池
〉

人
気
の
源
流
、〈
古
池
〉
評
価
の
諸
相
、〈
古
池
〉
句
の

パ
ロ
デ
ィ
ー
な
ど
の
内
容
か
ら
考
証
さ
れ
て
お
り
、
興

味
が
尽
き
な
い
。

茶
と
俳
句
の
取
り
合
わ
せ
に
妙
味
を
感
じ
る
と
、
茶

の
湯
を
詠
ん
だ
江
戸
俳
句
を
追
っ
て
い
る
黒
田
宗
光
著
、

矢
田
健
爾
画
『
茶
味
俳
味
』（
淡
交
社
、
２
０
０
３
）
に
、

一
層
の
興
味
を
覚
え
る
。

と
く
と
く
と
水
ま
ね
か
ば
来
ま
せ
初
茶
湯
（
素
堂
）

新
年
に
汲
む
水
を
若
水
と
呼
び
、
寅
の
刻
に
汲
み
上

げ
る
水
を
井
華
水

せ
い
か
す
い

と
呼
ぶ
。
茶
の
湯
の
所
作
は
ま
ず
水

を
汲
み
、
運
ぶ
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

大
ぶ
く
や
か
は
ら
ぬ
色
を
初
む
か
し
（
不
白
）

正
月
の
初
茶
の
湯
に
は
大
福
茶
を
祝
う
、
所
作
の
喜

び
を
詠
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
次
の
句
も
あ
る
。

蝶
々
の
ふ
は
り
と
ゝ
ん
だ
茶
釜
か
な
（
一
茶
）

硯
に
も
茶
に
も
う
れ
し
や
春
の
水
（
青
蘿
）

茶
は
、
本
来
道
徳
的
な
一
面
を
持
っ
て
い
る
。
武
士

社
会
の
一
期
一
会
の
世
界
だ
っ
た
男
茶
道
は
、
明
治
時

代
に
は
婦
女
子
の
良
妻
賢
母
型
の
躾
育
成
の
た
め
に
重

要
視
さ
れ
、
変
化
を
遂
げ
た
。
茶
道
家
で
化
学
者
で
も

あ
る
堀
内
國
彦
著
『
茶
の
湯
の
科
学
入
門
』（
淡
交
社
、

２
０
０
２
）
に
、「
湯
は
長
く
煮
え
す
ぎ
る
と
平
衡
化
し

て
な
れ
た
水
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
時
水
差
し
の
水

を
一
柄
杓

ひ
し
ゃ
く

汲
み
、
釜
に
加
え
て
か
ら
、
濃
茶
に
湯
を
注

ぐ
。
す
で
に
千
利
休
の
時
に
始
ま
っ
た
」
と
あ
る
。
水

が
生
き
返
る
の
で
あ
る
。
茶
の
湯
だ
け
で
な
く
澱
ん
だ

汚
れ
た
水
は
活
性
化
を
図
り
た
い
。

お
茶
と
水
に
つ
い
て
、「
中
国
茶
の
味
は
名
茶
の
場
合

は
『
濃
な
れ
ど
、
渋
な
ら
ず
、
淡
な
ら
ず
で
あ
る
』
と

く
に
武
夷
岩
茶

ぶ

い

が

ん

ち

ゃ

（
ウ
ー
ロ
ン
茶
の
最
高
峰
）
の
場
合
、

『
甘
く
爽
や
か
な
香
り
が
蘇
る
』
も
の
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
緑
茶
の
名
茶
龍
井

ろ
ん
じ
ん

は
淡
泊
で
幽
遠
、
香
気
が
あ

っ
て
清
々
し
い
。
黄
金
の
芽
の
異
名
を
も
つ
龍
井
茶
は

天
下
無
双
の
称
賛
を
得
て
い
る
。
つ
ま
り
余
韻
が
名
茶

の
必
須
条
件
な
の
だ
。「
名
茶
の
余
韻
は
名
水
を
得
て
響

き
輝
く
」
と
、
左
能
典
代
は
『
茶
と
語
る
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出

版
、
１
９
９
１
）
の
中
で
記
し
て
い
る
。

茶
の
原
郷
を
探
求
し
た
守
屋
毅
著
『
お
茶
の
来
た
道
』

（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
１
９
８
１
）
は
、
西
南
中
国
の

茶
、
北
部
タ
イ
、
ビ
ル
マ
の
食
べ
る
茶
、
四
国
山
地
の

碁
石
茶
を
訪
ね
歩
い
て
い
る
。
タ
イ
で
は
、
茶
を
漬
物

に
し
、
料
理
に
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

２
０
０
３
年
10
月
17
日
「
全
国
茶
サ
ミ
ッ
ト
福
岡
大

会
ｉ
ｎ
八
女
」
の
会
場
に
て
、
食
べ
る
茶
を
体
験
し
た
。

啜
り
茶
で
あ
る
。
小
さ
な
蓋
の
あ
る
湯
飲
み
茶
碗
に
極

上
級
の
玉
露
を
入
れ
、
湯
を
注
ぐ
。
蓋
を
半
分
開
け
て

茶
を
啜
る
。
菓
子
を
い
た
だ
き
、
ま
た
湯
を
入
れ
て
啜

る
。
仕
舞
い
に
そ
の
茶
が
ら
に
ポ
ン
酢
を
か
け
て
食
べ

る
。
茶
の
香
り
、
舌
ざ
わ
り
、
喉
ご
し
も
よ
く
、
余
韻

が
漂
う
至
福
の
時
を
味
わ
っ
た
。

日
本
茶
業
中
央
会
は
、
立
春
か
ら
八
十
八
夜
の
５
月

２
日
を
「
緑
茶
の
日
」
と
定
め
た
。
そ
の
制
定
理
由
は
、

茶
摘
み
の
最
盛
期
で
、
こ
の
日
に
摘
ま
れ
た
新
茶
は
こ

の
上
も
な
く
栄
養
価
が
高
い
所
以
で
あ
る
。
つ
い
で
な

が
ら
６
月
１
日
は
「
麦
茶
の
日
」、
８
月
１
日
は
「
水
の

日
」、
10
月
１
日
は
「
コ
ー
ヒ
ー
の
日
」
と
な
っ
て
い
る
。

茶
は
水
を
媒
介
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

円
滑
化
を
図
り
、
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
醸
し
出
し
、
文

学
性
を
高
め
、
道
徳
性
を
求
め
、
健
康
を
維
持
す
る
効

用
が
あ
る
よ
う
だ
。「
茶
寿
」
は
１
０
８
歳
を
祝
う
。
茶

の
字
、
茶
冠

ち
ゃ
か
ん
む
り

を
二
十
、
そ
の
下
の
部
分
を
八
十
八
に
見

立
て
る
と
、
合
わ
せ
て
１
０
８
に
な
る
。
人
は
誰
も
死

か
ら
免
れ
ら
れ
な
い
。「
茶
寿
」
と
ま
で
は
言
わ
な
い
が
、

大
い
に
お
茶
を
飲
み
、
健
康
で
長
生
き
と
願
い
た
い
。




